RgvedaにおけるSarasvati ―RV VII 95,96を中心に― by 山田 智輝




























1~gveda (RV) には3篇 (VI613， VII 95及び96) のSarasvatI讃歌が伝承さ





3 VI61 については拙稿 í~リグヴェーダ』サラスヴァティー讃歌 VI61の研究J ~総
合地球環境学研究所プロジェクト H-03i環境変化とインダス文明J2007年度成果









1. RVVII95 (611) 
1 pra k~ódasã dhayasa sasra e~á I sarasvatf dharuIJ，am ayasf puJ:t 1 








て勢いよく流れる Sarasvatiの姿が 疾走する戦車の姿に準えられている。 VI
61，13においても戦車との関連が言及される。
VI 61， 13 pra ya mahimna mahinasu cekite I dyumnebhir anya apasam 

















~gveda における Sarasvatï (205) 
2 eka + cetal sarasvatf nadina1J11 tucir yati giribhya a samudrat 1 















所でも「富・財 (rayi-)J 12， i懸賞・戦利品 (vみ仕)J 13， i道具/良き物 (vasu-
)J 14といった， i豊かさ」をもたらす存在として語られる。このことについて
6 Edd. ekacetat. 
7 Pp. eka acet，ぽ.Pp.に従い「唯一の者として際立っていた(ipf.)Jと訳すことも可
能であるが， I (普遍的真理への)言及」の価値として i吋.で訳す方がより適当で
あると判断した。 C王GOTODie “1. Prasensklasse" im Vedi回hen，1987， p.138。また
ISarasvatiは気がつく，理解力を持つ」の意にも介せる (op.cit. p.140)。
8 C王GOTO1. Pras.， p.140. 
9 Cf. KUMMEL Perfekt， p.249. Iバターオイルを，ミルクを」は Inhaltsakkusativ。バ
ターオイルとミルクを乳として出したという意味。
10 Cf. WITZEL Rig Veda Das Hei1ige Wissen， 2007 (WITZEL-GOTO 2007) ， p.497. 
11 C王“samudraim Veda"， ZDMG Supp1. VII， 1989， p.364正及び DieWasserfahrzeuge 
im vedischen Indien， 1989， p.26。この解釈が適用できる箇所について， IRV I-IX 
では常に， RVXと他の Sarhhitaでは大半，ブラーフマナとウパニシャツドでは時
折Jであるとする。
12 他には II54，13， VII 35，11， VII 40，3， VII 95，4， X 17，9， X 30，12. 
13 この語に関しては VII96で扱う。















VII 36， 6 a yat saka1!l yiαsaso vavasanaf:t I sarasvatf saptathf sindhumata 1 yaf:t 





3 sa vavfdhe nar;yo yó~alJãsu I vf~ã sisur vf~abhó yaj.克かasu1 








15 Cf. 1 p.265. 




19 GELDNERは LASSENとBAUVI 1，13を参照し，インダス川の東側が馬の名産地で
あった可能性を指摘する。




~gveda における Sarasvatï (207) 
ここでは「彼」という形で， Sarasvantという SarasvatIの男性形の対応神格
について述べられている。sarasvant-は当箇所以外では1164，52， VII 96，4-6 (次
節を参照)， X 66，5に登場する。
1 164， 52 divyaf!l supar1Jaf!l va，戸sambrhantam Iαpaf!l gharbhaf!l darsatam 




X 66， 5 sarasvan dhlbhir varu1Jo dhrtavrataf:t' pu~â ví~1Jur mahima vayur 
asvina 1 brahmakfto amfta visvavedasaf:t I sarma no yaf!lsan trivarutham 
af!lhasaf:t 1 Sarasvantは思慮たちによって，斎戒を保持する Varunaは，





という語で形容されている点や， (雨)水を運ぶ者として描かれる点が， Apam 
Napae3や Somaに関する記述と共通していることを指摘している24。また， I女
たち(水たち)の聞にいる若い雄牛」という構図は ApamNapat讃歌 (I35， 
X 30) 中に散見される。
1 35， 13 sa lf!l vf，岬仰の'at25tasu garbhaf!l I sa lf!l sisur dhayati taf!l rihanti 1 







(apαs， apーの pl.nom.) Jとは，生きている存在として女性の姿で描かれるもので，
物質としての水 (udan-udaka-)とは区別される。 Cf.GOTO Rig Veda (WITZEL-GOTO 
2007) ，p.827， p.854. 
24 Cf. Vedische Mithologie 1 p.357ff. 





4 uta sya na~ sárasvatïju~ãlJか l 品pa sravat subhaga yajne asmin 1 










5 ima juhvana yu~mád a námobhi~ I prati stomαf!l sarasvati30 ju~asva 1 





神話一「水中の火」篠田知和基・編~ ，2010， p. 428。
27 次の詩節を参照すると r [讃歌を]享受しつつ」の意か。
28 j伽<janu-oSCARLATAは mitaj伽ーについて， Altindische Grammatik I -1， p.94の
「しっかりとした(原義は r[よく大地に]打ち込まれたJ)膝を持つ (festeKniee 
habend)J という訳語を用いて RVの数箇所の訳を紹介した上で，具体的に「しっ
かりとした足取りで歩む人々，もしくは直立している人々Jを意味すると結論づけ
ている (cf.Die Wurzelkomposita im 1}g-Veda， 1999， p.344f)。
29 他には 189，3，VIII 21 ，17， VII 95，6。
30 韻律上は長音節が求められる。ここの場合は voc.の語末が例外的に長音節として
扱われているものと思われる。





写gvedaにおける Sarasvati (209) 
君の最も好ましい庇護のもとに自らを置き定めつつ，
我々は庇護するものの[下への]ように/として32 木の下に立ちたい。
6 ayam u te sarasvati33 vási~tho I dvarav [tasya sthage vty avaJ:t 1 






2. RVVII96 (612) 
1 b[had u gãyi~e vaco I 'asurtYa nadinsm 1 





32 或いは「避難所へのようにJ0 ivaとM は通常は 1""のように (wie)J と訳すが，
1""として(山)J と訳すべき用例も複数存在する。 Cf.GOTO Rig Veda (WITZEL-
GOTO 2007) ，p.692.その場合は「避難所として， [SarasvatI河畔の ?J木の下に」。
33 5b と同様，韻律上は長音節が求められる。ここでは後続の vási~tha聞の派生前の語
vasu-(印欧祖語 *h2!:!esu-)の語頭のラリンガルが未だ存在していた時代の記憶が反
映されているものと考えられる。
34 vi-v[， v[1Jotiのroot-aor.ind. 3sg. act. 
35 恐らく「天まで届く」という意味か。
36 gayi戸は一連の -seに終わる語形の一つである。もとは inf.に由来し，定動詞に転
用されたものと解釈できる。「が歌われるべきである」とも解せる。 Cf.SOALL Die 
Infinitiv im ~gveda， 1958， p.182 (注139に文献の提示あり)， GOTO Old-Indo-Aryan 
Morphology and its Indo-Iranian Background， p.134，堂山リグヴ、エーダにおける1人
称接続法の研究， 2005 (dis.). p.3458o 
37 mahαyaはmahaya-tiI大きくする，力づける;晴れやかにする，讃美する」の iptv.
2sg. act.。語末の長母音化により，形の上では iptv.2sg. act.か subj.1 sg. act.か判別
できないが，当詩節における歌い手である Vasisthaの名が同文中に voc.で語られて
いるため，ここでは前者であると判断できる (cf.堂山 op.cit.， p.27)。
-46-
(210) 山田智輝
asuηdは， Sarasvatiが数ある河川の中で「首長 (asura-) J 38の位置を占め
ていることを言うものと解釈できる390 1 89， 3では SarasvatIと， A血saを除く
λditya神たちが列挙されており，asura-の概念に連なるものと考えられる。
1 89， 3 tan purvaya nivida humahe vayam I bhagam mitram aditif!1 dak$am 
asridham 1 aη'ama1Jaf!1 varu1Jaf!1 somam asvina I sarasvati na作subhagamayas 
karat 1彼らを最初の nivid (指定の文句)によって我々は呼ぶ， Bhagaを，
Mitraを， Aditiを， Dak加を，外す(失敗する)ことの無い者を， Aryamanを，
Varunaを， Somaを， Asvin双神を。良き分配を持つ SarasvatIは，我々を
元気づけるがよい。
2 ubhe yat te mahina subhre andhasi Iαdhik$iyanti puravaJ:t 1 
sa no bodh;y avitri marufsakha I coda radho maghonaam 1 
君の偉大さによって 美しく輝く女よ 両 andhas40の[土地へと]
Puru族41の者達は住み着いているのだから，
そこで， Marut達を同僚とする君は，我々の援護者となれ。
38 asura-I首長j については GOTORig Veda (WITzEL-GOTO 2007) p. 828を参照。
39 GELDNERは，神々の中で Asuraに当たる地位を. Sarasvatiが河川たちの中で占めて
いることを意味していると解釈する。また古アヴェスタ語の文献 YasnaHaptaQhaiti 
には，水たちに関して αhuranfI女主人達j と述べられている用例が存在する。 Cf.
NARTEN Der Yasna HaptaQ.haiti， 1986， p.212ff， GOTO "Vasi号thaund Varul).a in RV VII 
88 -Priesteramt des Vasi号thaund Suche nach seinem Indoiranischen Hintergrund -
Indoarisch， Iranisch und die Indogermanistik， 2000， p.16039 • 
40 andhas-とはソーマの茎，芽のこと。 GELDNERはブラーフマナの記述を参考に I両
andhasJ とは神々の飲み物 somaと世俗の飲み物 sura または somaとミルクとに
富む土地を言うものとのする解釈を提示する。 andhas-を「闇」の意にとり. I闇と
光(ニ夜と昼)J とも解釈できる。
41 RVにおいて anu-，druhyu-， yadu-， turvasaーと並び称される部族名。十王戦争で
は. Indraの加勢を得た Sudasに敗北を喫する。後代には表舞台から姿を消す
が，その理由を何らかの形で Kuru族に包摂されたためと考える見解もある (c王




印欧語とも非印欧語とも解釈できる (MAYRROFERPersonennamen in der J}gveda-
Sarhhita， 2003， p.59及びEWAia1 p.156)o WITZELはBharata族との関連を指摘する。





~gveda における Sarasvatï (211) 
能力(財力)ある者達の好意(気前の良さ)を君は駆り立てろ。
Puru族の者達が SarasvatI川付近で生活していたことを述べているものと思










1 30， 8 sarasvati九vamasmarh avi44hi I marutvatf dh[~atî je~i satrun 1かaf!1cic 




11 54， 13 vidyudrathii maruta [~timánωI divo maryii [tajiti ayasal}1 sarasvatf 




3 bhadram id bhadra kf1Javat sarasvatiY I akaviirf cetati viijinfvatfl 
gf1Jiina jamaaα:gnivat I stuviina ca vasi~thavát 1 
幸運をもたらす SarasvatIはまさしく幸運を作るがよい。
42 当箇所以外ではI30，8， II 54，13， V 46，2， VII 9，5， VII 39，5， VII 40，3， IX 81，4 X 
65，1。
43 Cf. 堂山 r~gvedaI 82 hariyojana-， brahma1J-， [f'新しい歌~， 1. Sg. KonjunktivJ [f'論
集~ 27，2000， p.16 (90)， GOTO Rig Veda (WITZEL-GOTO 2007)， p.838。
44 譲歩を表す cid。
45 rSandaの子孫」の意。当箇所のみに登場する語。 Sandaは他の Veda文献では










しては「①競走馬 (ν巧仇ー)を伴うJ或いは「②戦利品 (ν可a-) をもたらす」
の二種が想定される48。派生源の vみαーの EWAiaに登録されている訳語は 1m.
(戦車)競争，決戦，勝利 CWettkampf，Entscheidungskampf， Sieg) ;勝利の
賞，勝者への賞，利益，報酬，名誉の賞 CSiegespreis，Kampfpreis， Gewinn， 
Lohn， Ehrengabe) J 0 OLDENBERGはこれらの多岐に亙る語義の根底には「競走
馬の持つ疾駆する力 戦車競争において発揮される力Jといった力の概念が存
在すると指摘する49。次に vajinーは Ivみαーによって特色付けられる」が原義で






46 akavar子は RVには二度現れ，他の箇所 (1147，5b) では Indraを形容してい
る。 kava-，kavari-I敵を挫く」については HOFFMANNAufsatze zur Indoiranistik 
1， 1976， p.411ff.参照。 kava-<*keuI庇める，辱める (emiedringen，demutigen) J 0 
kava-単体で使用されている例はない。 αri-I敵あるいは味方の部族に属する」に関
しては GO泊 RigVeda (WITzEL-GOTO 2007) ，p.828を参照。
47 聖仙の名。 TSでは Visvamitraの同盟者 Vasisthaの敵対者として登場する (Vedic
Index I p.276)。
48 Cf.堂山 dis.，p.168.後者の訳語については「同様に所有を表す接尾辞ー仇ーと -vanト
とによる/過剰表示」である可能性を示唆。いずれの場合も千の説明はできない。
「雌の勝ち馬 (vajini-)を持つ」の意の可能性もある。
49 Cf. OLDENBERG ZDMG 50，1896， pp.443-447 (=Kleine Schriften， pp.21-25) . 
50 11161， 1及びVI61，6。共に v可aと共に用いられており，それに関して秀でた性格
を有する両者を派生語である v可iniという語によって賞讃している。






~gveda における Sarasvatï (213) 
vajinf-と同様に， U号as及びSarasvatiとの関連性が窺える。同語は戦車(ratha-)， 







4 janfyan的 neagravaft I putrちJantaftsudanavaft 1 




以下4-6は Sarasvantに捧げられた trcaである。ここの rcでは Sarasvantが
子孫をもたらす存在として意図されているものと解釈できる。 X184 (良き受
胎・出産に関する3つの rcを伝承する箇所56) の一節には Sarasvatiの名が登場
する。






53 Cf. EWAia I p.46.恐らく本来は r身重ではない，妊婦ではない」という意味の女
性名詞α:gruの対として造られた男性名調と考えられる。
54 janちlanω，putriyantaf:tは，それぞれjanι「妻，女性」及びputra-r息子Jから作ら
れた denom.janちψ 「妻を欲するJ，putrかαー「息子を欲する」の p児 s.part.o RVに
は現在分詞の用例しか残されていないが， AVにはjanかぽi，putriyantiという現在形
の用例が存在する。
55 Cf. EWAia I p719L danuーは多くの箇所で雨を意味し r滴り落ちる液体」と「贈
り物」というこつの意味で解釈される。




X 184， 2 garbhaf!l dhehi sinivali I garbhaf!l dhehi sarasvati 1 garbhaf!l te 
asvinau devav I a dhattam pú~karasrajã 1 胎児を置き定めよ， Sinivali57よ，
胎児を置き定めよ，Sarasvatiよ，胎児を君に， Asvin双神は，置き定めよ，
蓮華の花輪を戴く両者は。
5 ye te sarasva urmayo I madhumanto ghrtascutaft 1 









X 30， 8 prasmai hinota madhumantam urmif!l I garbho yo vaft sindhavo 
madhva utsaft 1 ghrtápr~tham えiiYamadhvare$uv I apo revat市sp:zutahavam me 1 





X 64， 9 sarasvati sarayuft sindhur urmibhir I maho mahir avasa yantu 
vák~alJïft 1 devir apo matara事sudayitneoI ghrtavat payo madhuman no arcαω11 
Sarasvatiは， Sarayuは， Sindhuは，波たちを伴って，偉大な女達は，偉
57 女神の名。 RVでは当箇所以外には 132に登場する。 RV以降では月，特に新月と
関連付けられ，主に出生を司る女神とされる。 Cf.JOSHI“Raka， Sinlvali， Anumati， 
and Kuhu" Joumal of the Oriental Institute M.S. University of Baroda 22-3， 1973， 











6 pfJフivarJ1saf!lsarasvatas [stanaf!l yo visvadarsataJ:t 1 




Sarasvantの乳房について言及されている。 1164， 49では Sarasvatiの乳房が
言及される。
1 164， 49 yas te stanaJ:t白血:yoyo mayobhur [ yena visva pú~yasi var ya1Ji 1 yo 














61 ["ミルクを豊富に蓄えた」という意味。 C王KUMMELPerfekt， p.299. 
62 または「どこでも見られる」。
63 HILLEBRANDTは聖仙のミルク (payas)，乳を出す雄牛等に類する表現であると指摘
する (VedischeMythologie I p.359)。
64 ["子孫，滋養Jは， Sarasvantの乳房から得られる事物の 具体的な内容に当たる。









最後に両讃歌ではもう一つの Sarasvati讃歌 (VI61) には登場しなかった，
Sarasvantという Sarasvatiの男性形の対応神格が登場する。同神格は Sarasvati





sarasvati-， Sarasvati， l，{gveda， RV， RV VII 95， RV VII 96，河川， sindhu-， Sindhu， 





B-gvedaにおける Sarasvati (217) 
SarasvatI in the ~gveda: RV VII 95， 96 
Tomoki Y AMADA 
It is assumed that sarasvat子literallymeans‘'possessing pond (s) / lake (s) (saras-)'. 
OPers. Harauvatis and YAv. haraxVaiti-， the Iranian name of Arachosia (the Kandahar 
area today)， go back to the same origin. The Sarasvati river is identified with modem-
day Ghaggar-Hakra river; Ghaggar is the Indian name， Hakra Pakistani. 
The B-gveda (RV) contains three Sarasvati hymns: VI 61， VII 95 and 96. The later two are 
dedicated to the male counterpart Sarasvant together with Sarasvati. This paper deals with 
these two suktas， and aims to get the image of Srasvati in the RV. 
In both suktas， Sarasvati is praised as the best river， and described as a goddess who brings 
afHuence or milk. It is assumed that this image is based on the fact that rivers， which provide 
water and grass， had been decisively important to breed cattle. And Sarasvati frequently 
appears with Maruts. The relationship between them can be explained by ‘the rising of water 
level because of rainfal'. Sarasvati is often called vajinivati-‘woman equipped with winning 
powers'. 
Sarasvant has some similarities with not only Sarasvati but also Apam Napat‘the grandson 
of the waters (apa/:1)'. It needs further to be investigated the accurate relationship between 
Sarasvant， Sarasvati， Apam Napat， and the waters. 
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